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ねん がつ ねん がつ しょとうがっこう きょうわこく

スポーツ教室
きょうしつ

次回は『教育分科会』を紹介します。
じかい きょういくぶ ん かかい しょうかい

バドミントン 
　私の地元の福島県飯舘村で、長い間バドミントン

わたし じ も と ふくしまけんいいたてむら なが あいだ

教室を開いている講師をザンビアに招待しました。
きょうしつ ひら こう し しょうたい

震災以降もスポーツを通して村の人たちを元気づけ
しんさいい こう とお むら ひと げん き

る活動をしています。また、アフリカで教育の支援
かつどう きょういく し え ん

活動をしている友人も招待しました。 
かつどう ゆうじん しょうたい

　今回は、私が普段関わっている子どもたちと一緒
こんかい わたし ふ だ んかか こ いっしょ

に遊びましたが、みんなバドミントンは初めてだっ
あそ はじ

たので、風船バドミントンやシャトルキャッチなど
ふうせん

の簡単なゲームを行いました。 
かんたん おこな

　ちなみに…校長先生は、学生の頃、バドミントン
こうちょうせんせい がくせい ころ

の大会でたくさんの賞をとっていた選手でした。バ
たいかい しょう せんしゅ

ドミントン教室を大歓迎してくれました。
きょうしつ だいかんげい

ラグビー 
　今や日本で人気のラグビー。同じ町に住む元
いま に ほ ん に ん き おな まち す もと

ラグビー部だった隊員を招待し、教室を開きま
ぶ たいいん しょうたい きょうしつ ひら

した。南アフリカのラグビーは有名なので、何
みなみ ゆうめい なん

人かの子どもたちは知っていましたが、バドミ
にん こ し

ントン同様やったことはありません。1年生か
どうよう ねんせい

ら７年生まで、男女関係なく楽しめる簡単なパ
ねんせい だんじょかんけい たの かんたん

スゲームで、一緒に楽しむことができました。
いっしょ たの

友人が話す『No Side（互いに健闘をたたえよ
ゆうじん はな たが けんとう

う）』『ONE for ALL ALL for ONE（ひとり
はみんなのために みんなは勝利のために）』と

しょうり

いうラグビー精神が、とても印象的で好きにな
せいしん いんしょうてき す

りました。こうして隊員仲間と協力した活動も
たいいんな か ま きょうりょく かつどう

進めています。 
すす

「スポーツを通して、相手を思いやる気もちを育て、子どもたち同士の仲を深めたい。」
とお あ いて おも き そだ こ ど う し なか ふか


